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T O MONOU RIO

　秋分の候、会員のみなさまにはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
　今年の夏も天候不順が続き、置賜地域を中心に甚大な豪雨災害がありました。そ
の後も台風の上陸によりあちこちで甚大な被害がもたらされました。
　被害にあわれた皆様にお見舞いを申し上げます。また、新型コロナウイルス第7波の感染拡大が続
く中、日々医療の最前線で尽力されている会員のみなさまに心からの敬意と感謝を申し上げます。
　さて、今年7月に実施された、第26回参議院選挙において、私たち看護職の代表をしっかり国政に
送ることができました。大変うれしく思います。
　新人である上にコロナ禍であること、短期決戦であることの困難な状況を吹き飛ばし、一致団結し
見事当選できたことは評価に値することです。全国で174，335票を獲得し、党内順位9位（特定枠2
除く）で当選しました。
　当連盟における獲得票は1，238票（全国42位）で、正直思ったほど票が伸びなかった感はあります
が、会員比率135.2％（全国10位）でした。これは、会員みなさまが看護連盟の役割を理解し、看護政策
実現の必要性をしっかり認識されている証だと思います。選挙のたびに100％以上の得票率を達成
できる当看護連盟、会員みなさまの意識はとても高く、まじめに取り組んでくださる証です。課題は
「連盟会員の増加」です。
　今後、選挙総括で得た教訓を次の選挙に活かしつなげていけるように、日々の連盟活動を着実に真
摯にみなさまと共に前に進めてまいります。
　簡単ではありますが、この場をお借りし参院選の報告と応援してくださったみなさま、そして会員
のみなさまに感謝申し上げます。
　最後に、医療の現場では先の見通しがつきにくい状況がまだまだ続きますが、くれぐれもご自愛く
ださい。
　会員みなさまのご健康とご活躍をお祈り申し上げます。

ごあいさつ

第26回参議院議員選挙結果
山形県市町村別得票結果

山形県看護連盟会長　伊藤 加代子

街 街 宣 宣 活 動活 動

山形
茨木へ上山 天童

　県内には7月7日街宣車が参りました。衆議院
議員あべ俊子議員、日本看護協会井本常任理事、
山形県看護協会若月裕子会長、渋間佳寿美県議、
遠藤寛明県議、山形県看護連盟、伊藤加代子会長
と共に上山市、天童市、山形市を中心に回りまし
た。皆様から熱いエールを頂きました。応援して
いただきました多くの皆様に感謝申し上げます。

　第26回参議院議員選挙は7月10日（日）投票即日開票され友納理緒議員は174,335票にて当選を
はたす事ができました。友納議員の当県での得票数は1,238票、比例区自民党候補では15位という
結果でした。下記に市町村別得票結果を前回との比較で掲載します。
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街宣車来県に多くの方が応援にかけつけました
県議会議員の渋間議員、遠藤議員の応援演説

宮城
山形
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第26回参議院選挙に関する会員の意識調査の結果より
青年部だより

令和４年度青年部委員会始動
目標

調査期間
対　　象
回 収 数

令和4年8月1日～ 8月末日
全会員　881人（令和4年7月末の会員数）
688部　回収率　78.1％

戦略 11 9ポイントアップ
★戦略の効果あり

「選挙に行こう！」⇒図1. 期日前投票＋当日投票
・前回の投票率：74％
・今回の投票率：83％

会員の投票率
大幅アップ！

今回の参議院選挙への取り組みを評価するために、全会員に意識調査を実施しました。
調査内容は、前回の調査に倣って作成し、結果を前回と比較検討し評価に生かすことができました。
機関紙での報告は紙面が限られており、投票行動に焦点を当てた内容に絞って記載します。

戦略 33 14ポイントアップ
★戦略の効果あり

「候補者名を書こう！」⇒図2. 投票者が「とものう」と記載した割合は？
・前回は385/654：59％
・今回は416/572：73％

①男女比：男性14人（12％）・女性101人（88％）
②年代比：20代43人（37％）　50代18人（16％）
　　　　 30代28人（24％）　60代  2人（ ２％）
　　　　 40代23人（20％）　70代  1人（ １％）
　　　　＊20代と30代で61％を占めました。
③看護職候補者名の認知度
　　知っていた87人（76％）・知らなかった28人（24％）
④投票に行かなかった理由：図３
　　「仕事が忙しく時間がなかった」と回答した
　　会員が52人・45％という結果でした。

１．会員拡大
２．山形県看護協会との連携
３．現職の看護職議員の活動の周知
４．若年層への働きかけ

戦略 22 8ポイントアップ
★戦略の効果あり

「期日前投票をしよう！」⇒図1. 期日前投票の割合は？
・前回の期日前投票：29％
・今回の期日前投票：37％

＊目標の50％にもう一息　次回に期待！！

＊416人は、回答者688人の60％にあたる。

戦略１～３全てで、前回を大きく上回る結果でした。候補予定者
決定から選挙までの期間が短く、コロナ第６波にも関わらず会
員の皆さんが行動してくださった結果と評価しました。

　今年度の青年部委員会は、昨年度ま
でのメンバーが半数入れ替わり、6人
で活動をスタートさせました。
　これまで、5月・7月・9月に委員会を
開催し、11月開催のポリナビの準備
と、委員としてのスキルアップに努め
ています。
　青年部委員と一言メッセージを紹介
します。

まだ２年目で右も左もわかりませ
んが、青年部のメンバーと力を合わ
せ連盟活動の活性化を図って行き
ます。

2025年の第27回参議院選挙に向けて、今回の取組を
振り返り課題解決に取り組むとともに、下記の強化に
努めていきます。

※今回の選挙に係る意識調査にご協力いただき感謝申し上
げます。
　得票数は目標数に届きませんでしたが、会員の投票行動
が大きく前進したことが分かりました。

【結果】

今回、投票に行かなかった会員115人の状況

次回の選挙に向けて
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投票所に行くのが面倒だった
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委員会活動の活性化
①青年部会員の政治への関心を高める
　　　　　　　　（ポリナビの開催）
②委員会活動のPR
③委員としてのスキルアップ

活動
内容

１．委員会の開催（２か月に１回）
２．ポリナビの開催
３．機関紙への「青年部だより」掲載
４．出前講座の実施
５．ミニ研修の継続（スキルアップ）

佐藤　　修（委員長）
所属：千歳篠田病院

青年部活動を通して、今現場で感じ
ている様々な思いを声にして届け
る大切さを学びました。今年度の活
動も頑張ります。

髙橋奈緒美（副委員長）
所属：米沢市立病院

今年度から青年部委員として活動
しています。精一杯頑張りたいと思
います。

渡邊　貴之（副委員長）
所属：三友堂リハビリテーションセンター

青年部委員は２年目になります。ま
だまだ分からないことがあります
が、昨年度の経験を活かして頑張り
たいです。

今野もも恵
所属：東北中央病院

青年部規則の概ね40歳には当ては
まりませんが、自分のできる範囲で
若い世代の会員拡大に向け働きか
けをしていきます。

風間　　裕
所属：順仁堂遊佐病院

今年度より青年部委員を務めます。
不慣れですが、よろしくお願いし
ます。

上村　　楓
所属：東北中央病院

　11月５日（土）

令和4年度

13:30 ～ 16:00
場所：TISカンファレンスセンター

参加費
無 料

内容：「話してみよう！患者対応での困りごと」
講師：参議院議員 友納 理緒 氏

７月のミニ研修より
衆議院と参議院、与党と野党について学びました。最後
のスライドが最も印象に残りましたので紹介します。

その役目を果たすには、選挙に参加し、
　 あなたの１票を投じることが必要です。

皆さんの参加を
お待ちしております！！

山形ポリナビワークショップ

スライド　No.15

与党も野党も国民の幸せのために、
力の限り働いてくれているはずです。

そして、与党、野党を監視するのは国民の役割です。
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第26回参議院選挙に関する会員の意識調査の結果より
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　　　　 40代23人（20％）　70代  1人（ １％）
　　　　＊20代と30代で61％を占めました。
③看護職候補者名の認知度
　　知っていた87人（76％）・知らなかった28人（24％）
④投票に行かなかった理由：図３
　　「仕事が忙しく時間がなかった」と回答した
　　会員が52人・45％という結果でした。

１．会員拡大
２．山形県看護協会との連携
３．現職の看護職議員の活動の周知
４．若年層への働きかけ

戦略 22 8ポイントアップ
★戦略の効果あり

「期日前投票をしよう！」⇒図1. 期日前投票の割合は？
・前回の期日前投票：29％
・今回の期日前投票：37％

＊目標の50％にもう一息　次回に期待！！

＊416人は、回答者688人の60％にあたる。

戦略１～３全てで、前回を大きく上回る結果でした。候補予定者
決定から選挙までの期間が短く、コロナ第６波にも関わらず会
員の皆さんが行動してくださった結果と評価しました。

　今年度の青年部委員会は、昨年度ま
でのメンバーが半数入れ替わり、6人
で活動をスタートさせました。
　これまで、5月・7月・9月に委員会を
開催し、11月開催のポリナビの準備
と、委員としてのスキルアップに努め
ています。
　青年部委員と一言メッセージを紹介
します。

まだ２年目で右も左もわかりませ
んが、青年部のメンバーと力を合わ
せ連盟活動の活性化を図って行き
ます。

2025年の第27回参議院選挙に向けて、今回の取組を
振り返り課題解決に取り組むとともに、下記の強化に
努めていきます。

※今回の選挙に係る意識調査にご協力いただき感謝申し上
げます。
　得票数は目標数に届きませんでしたが、会員の投票行動
が大きく前進したことが分かりました。

【結果】

今回、投票に行かなかった会員115人の状況

次回の選挙に向けて
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委員会活動の活性化
①青年部会員の政治への関心を高める
　　　　　　　　（ポリナビの開催）
②委員会活動のPR
③委員としてのスキルアップ

活動
内容

１．委員会の開催（２か月に１回）
２．ポリナビの開催
３．機関紙への「青年部だより」掲載
４．出前講座の実施
５．ミニ研修の継続（スキルアップ）

佐藤　　修（委員長）
所属：千歳篠田病院

青年部活動を通して、今現場で感じ
ている様々な思いを声にして届け
る大切さを学びました。今年度の活
動も頑張ります。

髙橋奈緒美（副委員長）
所属：米沢市立病院

今年度から青年部委員として活動
しています。精一杯頑張りたいと思
います。

渡邊　貴之（副委員長）
所属：三友堂リハビリテーションセンター

青年部委員は２年目になります。ま
だまだ分からないことがあります
が、昨年度の経験を活かして頑張り
たいです。

今野もも恵
所属：東北中央病院

青年部規則の概ね40歳には当ては
まりませんが、自分のできる範囲で
若い世代の会員拡大に向け働きか
けをしていきます。

風間　　裕
所属：順仁堂遊佐病院

今年度より青年部委員を務めます。
不慣れですが、よろしくお願いし
ます。

上村　　楓
所属：東北中央病院

　11月５日（土）

令和4年度

13:30 ～ 16:00
場所：TISカンファレンスセンター

参加費
無 料

内容：「話してみよう！患者対応での困りごと」
講師：参議院議員 友納 理緒 氏

７月のミニ研修より
衆議院と参議院、与党と野党について学びました。最後
のスライドが最も印象に残りましたので紹介します。

その役目を果たすには、選挙に参加し、
　 あなたの１票を投じることが必要です。

皆さんの参加を
お待ちしております！！

山形ポリナビワークショップ

スライド　No.15

与党も野党も国民の幸せのために、
力の限り働いてくれているはずです。

そして、与党、野党を監視するのは国民の役割です。
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山形県看護連盟通常総会・合同研修会に参加して 栁　沼　浩　美

大　竹　久　子山形県看護連盟　幹事長

令和4年度山形県看護連盟通常総会 開催日：令和4年6月4日（土）　13：00～14：45
会　場：山形県看護協会会館3階第1研修室
出席者：757名（会場出席75名、委任状682名）

　令和4年度の通常総会・合同研修会は、久しぶりに看護協会会館での開催となりました。
　今回は、表彰者4名と元参議院議員清水嘉与子先生、衆議院議員たかがい恵美子先生のご臨席を
頂きました。初めに、組織の発展にご尽力頂いた4名の方に賞状と記念品の授与が行われました。本
来であれば2年前の日本看護連盟通常総会60周年記念式典において表彰の予定でしたが、コロナ
禍により式典の開催が中止となったため、この度の総会での伝達となったものです。連盟の発展に
寄与された皆様に会場から盛大な拍手が送られ、功績に敬意を表しました。その後、令和3年度の活
動報告・収支決算報告・監査報告の承認と令和4年度の審議事項すべてが可決されました。
　合同研修会では、「看護の未来を切り拓く～協会と連盟の役割・軌跡・実績～」のテーマで清水先
生からは30年前からの活動と実績を髙階先生か
らは今の国会での活動を拝聴しました。今、当た
り前になっている私たち看護師の処遇は先生方
の活動があったからです。さらなる処遇改善のた
めには「現場の声」を国政に届ける看護職の代表
議員が大変重要であるあることを改めて実感し
ました。清水先生は86歳とは思えないパワフルな
講演で終始聞き入ってしまい、人生100年と言わ
れる現在の生き方を目のあたりにしたような気
がしました。先生方が築いてきたものを今後さら
に発展させられるよう、看護協会と連携を図り、
活動していくことが私たちの役割であると再認
識した一日でした。

　開会式は、大島会長の挨拶に始まり、来賓の福井日本看護協会会長はじめ岸田自民党総裁、世耕自民党
参議院幹事長、厚生労働大臣、文部科学大臣、そして、阿部俊子氏・髙階恵美子氏・石田昌宏氏の看護職代
表国会議員の方々より祝辞やビデオメッセージがありました。国会議員の皆さんが、看護職の処遇改善
を実現させたいと述べており、このことに関して、大島会長は、現職看護職がいかに本気で願っているの
か、この度の選挙結果にかかっていると話されました。
　議事内容は、報告事項のみで審議事項はありませんでした。最初６名の名誉会員承認が報告され、
2021年度の事業実施・決算報告、2022年度事業計画・予算等に続き、最後に退任役員・新任役員について
報告がありました。

・現場を変えるには法律を変える必要がある。そのために看護職の代表を政治の場に送る必要がある。政治に働きかけ
続けることで、私たちの処遇や待遇なども改善すると思うので、協会や連盟の活動は大切だと思う。
・看護の問題を国政に届け、変えるためには、国会議員が必要で、その中でも政策実現できる党の国会議員が必要！選挙
の重要性を改めて学んだ。
・歴史を知り、現在を知り、未来の課題が少し見えた。身近になったと思う。種をまいて成果が出るまでは、時間がかか
る。先人の努力を知った。
・国会議員の生の声が聴けて、すごく勉強になった。とても興味深く聞くことができた。
・「聞こえるように愚痴を言う」アピールすることの大切さ。「変化の時」何をしなければならないかを考えることを学んだ。
・看護協会と看護連盟の連携など同じ看護職としての取り組みがもっとできたらよいと思う。

　日本看護協会は、昭和34年「看護問題を解決するには、法律を変えるだけの政治力を持たなければなら
ない」と看護専門職の政治団体組織として看護連盟を創立しました。以来、看護連盟は「国政に代表を送る」
活動を続けてきました。
　今回、看護職の大先輩と現職の看護職議員を講師に迎え、看護の歴史を振り返り看護協会と看護連盟の
役割を再認識するとともに、看護職能団体活動を再考する機会として合同研修会が開催されました。また、
研修は当連盟の看護管理者セミナーを兼ねての開催となりました。

開催日：2022年5月25日（水）　13：20～15：10
会　場：ザ・プリンスパークタワー
出席者：553名（会場出席132名、委任状421名）

※山形県看護連盟：会場出席２名、委任状３名

2022年度 日本看護連盟通常総会報告

清　水　嘉与子 氏

日本訪問看護財団理事長
元参議院議員

元日本看護連盟会長

講師

髙　階　恵美子 氏衆議院議員講師

日　時：令和4年6月4日（土）　15：00 ～16：30
場　所：山形県看護協会会館3階第１研修室
参加者：135名（会場参加者70名、オンライン参加者65名）
アンケート回収率 77.1％

山形県看護協会・
山形県看護連盟合同研修会

（兼 山形県看護連盟看護管理者セミナー）

講演テーマ

看護の未来を切り開く
～協会と連盟の役割・軌跡・実績～

＜基礎編＞ 基礎研修開催日

日本看護連盟表彰
特別功労賞 長  岡　重  代 様前山形県看護連盟会長

役員功労賞 坂  野　和  子 様元山形県看護連盟副会長

会員功労賞 田  中　峰  子 様

感　謝　状 武  田　知  子 様もくれんの会 会長

令和4年5月19日（木）・5月27日（金）
参加者 50名18：00～18：45

＜続基礎編＞ 開催日 令和4年6月15日（木）・6月21日（水）
参加者 10名18：00～18：45

昨年に引き続き、新会員セミナーが開催されました。山形県看
護連盟伊藤加代子会長が講師を務め、看護連盟について理解を
深めることができました。

受賞おめでとうございます
自由民主党
山形県支部連合会表彰

看護連盟支部
安  藤　明  美 様舟山病院

受講者の声 アンケート結果より

新
会
員
セ
ミ
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ー

報
告
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）
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参加者 10名18：00～18：45

昨年に引き続き、新会員セミナーが開催されました。山形県看
護連盟伊藤加代子会長が講師を務め、看護連盟について理解を
深めることができました。

受賞おめでとうございます
自由民主党
山形県支部連合会表彰

看護連盟支部
安  藤　明  美 様舟山病院

受講者の声 アンケート結果より

新
会
員
セ
ミ
ナ
ー

報
告

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

76



今後の予定

令和4年 10月21日（金）
～22日（土）

第8回日本看護連盟北海道
東北ブロック政策セミナー

令和4年 10月25日（火）AM 監査
PM 第3回定例役員会

令和4年 11月 5日（土）令和4年度山形ポリナビワークショップ
「話してみよう！患者対応での困りごと」

令和4年 11月19日（土）AM 第4回合同役員会
PM「会員セミナー」

令和4年 12月17日（土）第4回定例役員会

令和4年 12月26日（月）北海道、東北ブロック会長、
幹事長合同会議　仙台

会員
募集中

山形県看護連盟事務局
〒990-0023 山形市松波4丁目-1-39
TEL 023－633－8153

連絡先

正 会 員

紅の会会員

賛 助 会 員

学 生 会 員

会費

会費

会費

会費

8,000円

2,000円

1,000円

無料

http：//renmei-yamagata.jp/

アクセス
してね

編集
後記

第 26 回参議院議員選挙において組織内候補者友納理緒氏が当選されました。おめでとうございます。
看護師、保健師、弁護士の視点で現場が働き易くなるよう改善されることを願ってやみません。コロナ
禍が治まらず、感染防止と自身の健康の保持に留意しながら緊張の連続で業務に当たっていらっしゃる
皆様に改めて敬意を表すると共に深く感謝をいたします。

昭和34年看護協会が看護連盟を設立し、
看護協会と看護連盟は役割を分担しなが
ら協働し問題解決を図っています。

連盟会員　882　　紅の会員　11
賛助会員　7 R4.9.30　現在

豆 知 識 看護協会と看護連盟

政策提言活動
看護協会

政治活動
看護連盟

ダブルハートは、大文字
のPのPolitics（政治活動
＝日本看護連盟）と、小文
字 のｐのpolitics（政 策
提言活動＝日本看護協
会）が「ピッピ」とつなが
り協力し合う関係を表し
ている

1．国の保健医療福祉に関す
る諸々の検討会に委員と
して出席

2．毎年、看護政策をまとめた
要望書を政府に提出

Politics

日本看護協会は

1．看護協会の提言する看護
政策実現のために政策決
定の場である国政・地方議
会に代表議員を送る

2．代表議員が看護問題の解
決を政策決定の場で進展
させるための支援

日本看護連盟は
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